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論 文

内

容要

 旨
■

 高圧酸素壌境と低体温の併用に関する研究は臓器移植の面では行なわれてきたが,生体を用い

 ての研究は血流遮断に関するものが散見される程度である。私は高圧酸素環境下低体温併用に関

 する基礎的研究として,動物を用、、循環動態及び酸塩基平衡への影響を常温時と比較検討した。

 なか高圧タンクには熱交換装置を有するアイカ動物実験用高圧酸素室を用L、直接に加圧酸素の

 吸入を1行なうか,あるいは岩田式ミニコンSUG55型を用いて空気加圧な行ない,この圧力下

 ・
f

 で酸素吸入を行なった。

実験方法

 11}ラツテによる生存実験:ラツテ60匹をそれそれ15匹ず'つ無処遣群,ベントバルビタール

 麻酔群自律神経遮断剤投与群及び低体温麻酔群(27℃)の4群に分けて,4絶対気圧(ATA)

 5時間の高圧酸素を負荷し生存薬及び酸素中毒発生の頻度を観察した。(2}常温に於ける実験:
 占～12漁の雑種成犬16頭を用㌔、ベントバルビタール麻酔下常温で5ATA,4ATAをそ・

 纏れ90分ずつ負荷し・心電図・刀自波・勢揃圧の変化を観察し・醐舳ヘマト幻ツト(Ht)
 血液ガス,Baθe取ce8日を測定した。て6頭中マρ頭については動脈血中の乳酸,焦性ブド

 ー酸の.変化を竜調べた。乳酸,焦性ブドー酸測定群は全例1噂/醇のクロールプロマジンの投与
 ・を行なつπ。加圧タンク内での呼吸には高岡式レスピレーターな用いた。(5)低体温との併用:体

 重ゑ～1,,5Kgの雑種成犬8頭を用い3常温にかける察験と麻酔条件を同一とし,1解/Kgのクロ

 ールプコマジン投与の後,氷槽内で体温を50℃まで下降させた後タンク内でさらに25℃まで

 冷却し,そ'の後ろA?A,4AΨAgO分の高圧酸素を負荷した。8頭中4頭は減圧後1ATA』

 にかいて57℃まで復温した。冷却前,冷却途中,加圧後,減圧復温後の時点にかけるHt値,・

 血液ガス,動脈血中の乳酸及ぴ焦性ブドー酸を測定した。なお実験中は常時心電図,脳波,動脈

 血圧iを観察した。

実験成績

 (ηラッチに赴ける常温刀目配の実験では,無処置群2例,ベントバルビタール麻酔群5例が死亡

 し,自律神経遮断剤投与群,低体温麻酔群では全例後遺症なしに生存した。な参無処置群にかい

 ては15例中死亡例を含む5例に,酸素中毒と思われる蓮華が出現した。(21犬にかける常温加

 圧実験ご心電図上では高圧負荷により著明な徐脈とともに種々の不整脈が現われ,丁波の逆転,

 増高などの所見もみられた。脳波は4ATAでは殆ど全例に徐波がみられた。動脈血圧は那圧に

 よ珍上昇する傾向を示した。動脈血pO2は3ATAで1,200伽Hg,4ATAで1し8ヨ〕0勧Hg

 .前後の値を示した。.PGO2は12～65卿H9と広範な変化を示し,それに伴ってpHも変動し

 一定の傾向は得られなかった。Ht値はクロールブ巨マジギ非投与群では投与群に比し著明たヒ昇
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 を示し,Ba8eExce88の低下蚤クロールプロマジン非投与群の方が高度であった。乳酸及び

 鮒び噸の変動一定噸向紛られ妙つ矯・L/曝びExce88Lactat鴫
 高圧負荷により上昇する傾向がみられた。個低体温との併用25℃の低体温により脳波は徐狡

き

 を粒蝿図購明な徐脈となつ蝋不整脈軽ま殆ど出現しなかった・瓶血圧瞭然低
 下を厚した。しかし,これに声圧酸素を負荷した場合には,常温時加年の場合め如き不整脈は殆
 もノヨ

 どみうれず,明らかを相舞がみられた。低体温その竜のによってH可直は上昇,Ba8eExce一・
 88ほ低下する燐高圧負荷を行なつ{もそれによる変動は常温時に比し軽度であった。乳酸及び

 焦性ブドー酸の変化は一定の方向を示≦なかったが,Exce日8Lactateは4ATAに沿い
 ては負の値をと・り,嬢温過程にかいて上昇する傾向を示した。

 考按及び結語.

 常温に沿いて自律神経遮断剤を投与しな㌔場合は,'高圧酸素負荷により著明なHt値の上昇を

 来たし,∫それに伴ってBa8eEXCe8日も低下した。これは血液粘稠度の上昇により末梢循環

レ

 の障害を来たし牟ためと思われる。自律神経遮断剤投与でH七値の上昇がある程度防止できたの

コ

 は,Hl七値の上昇が血管収縮によるP■a8ma■eakageによるものであることを示唆するも

 ので参ろう。ラッチの実験にかいて,無処置群で酸素中毒が発生し,自律神繹遮断剤投・与群では
 1例もみられなかったことから推察して,血液粘稠度の上昇に伴う末梢循壌障害,それによる脳

 のHypoxi轟酸素中毒の一因であると推測せられる。常温に冷いて高圧酸素負荷により種々の

 不整脈が出現し,弾波が徐波化したのに対し,低体温下の高圧酸素負荷では殆どこれらの変化が

 みられず,Ht値,.Ba8eExce88,Exce88Lae七ateg変動も軽度であった。無麻.
 酔あるいは浅い麻酔下に於いては高圧酸素負荷はr種のb七re880r≧して働き,自律神経系

 を介レて徳環面,代謝面に悪影響を及ぼすものと考えられる。これ解対して低体温の併用はこれ
 らの悪影響を軽減し,比較的安定した状態を保ち得るものと思のれる。
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 審査結果'の'要旨

 高圧酸素濃境と低体温と㊨併用に関する研究は,従来主として移植臓器の保存の面で行なわれ

 て翫が,生体での研究は少ない・本研究は動物を臨調磁素鯖と低綿の際の循郷愁.
 及び酸塩基平衡への影響を,常温時のそれと比較検討し,臨床応用への基礎を明かにしよ、うとし

 たものである。その成績によると電1)ラツテに高圧酸素を負荷した場合,無処置対照群には酸..

 素中毒と考えられる痙攣の発現や死亡例をみたが,自律神経遮断剤投与群及び低体温群では,痙

 攣の発現は1例もなく,全例生存した。字)常温下高圧酸素負荷により',徐脈とともに種たの不

 整脈が発現し,動脈血Pco2の上昇,・pHの低下,ヘマトクリツト値の上昇,ba8e賭cee8

 の低下,lac七ate-pyruvate比及びexces日1ac七a七eの増加がみられた。へでトクリ1

 リツト値の上昇及びba8eoxceβ8の低下は,自律神経遮断剤の投与によって軽減された。

 5)低体温下塵の高圧酸素負荷では,常温時高圧酸素負荷の際にみられた循壌動態や酸塩基平衡

 め障害は軽減せられた。

 高圧酸素負荷は組織のアノキシアを改善する目的で用いられるが"負荷の程度によっては,婚

 環動態及び代謝硯面で悪影響を伴うことが考えられる。本研究では高圧酸素負荷に低体温を併期

 することにより、こ奥らの悪影響が軽減せられることを明らかにしたもので,臨床応用への一つ

 の基礎を提供する意味からみて,学位に値するものと判定する。
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